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議
員　
家
庭
で
不
用
と
な

っ
た
土
の
不
法
投
棄
は
公

園
な
ど
の
環
境
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
が
、
市

と
し
て
の
対
策
は
。

環
境
担
当
参
事　
第
３
次

府
中
市
環
境
基
本
計
画
で

は
、
生
態
系
や
市
民
の
暮

ら
し
を
脅
か
す
も
の
へ
の

対
策
と
し
て
、
広
げ
な
い

行
動
の
周
知
啓
発
を
図
る

と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向

け
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
広

報
等
で
周
知
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

議
員　
資
源
と
し
て
の
再

利
用
を
目
的
に
不
用
と
な

っ
た
土
の
回
収
を
す
る
事

業
者
と
委
託
契
約
を
結
ぶ

こ
と
は
可
能
か
。

環
境
担
当
参
事　
市
民
ニ

ー
ズ
や
費
用
対
効
果
等
を

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
実
施
と
な

っ
た
場
合
、
事
業
の
組
立

て
、
回
収
か
ら
リ
サ
イ
ク

ル
の
工
程
、
契
約
方
法
等

を
決
め
、
実
施
し
て
い
く

も
の
と
捉
え
て
い
る
。

他 

北
府
中
駅
周
辺
の
路
上
喫

煙
に
つ
い
て

議
員　
市
け
や
き
並
木
を

守
り
育
て
る
条
例
が
施
行

さ
れ
、
市
職
員
や
指
導
員

が
巡
回
を
行
っ
て
い
る
と

聞
く
が
、
こ
れ
ま
で
に
注

意
・
指
導
を
行
っ
た
回
数

は
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
成

果
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　
市

職
員
の
巡
回
時
は
注
意
・

指
導
回
数
の
記
録
を
取
っ

て
い
な
い
が
、
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
た
場
合
は
、
関
係

課
で
共
有
し
て
い
る
。

　
成
果
と
し
て
は
、
日
々

の
定
期
巡
回
に
お
い
て
繰

り
返
し
注
意
指
導
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
喫
煙
等
の

迷
惑
行
為
は
確
実
に
減
少

し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

議
員　
警
察
退
職
者
の
指

導
員
の
給
与
体
系
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

環
境
担
当
参
事　
月
額
会

計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

任
用
し
て
お
り
、
給
料
は

月
額
27
万
１
４
０
０
円
で
、

勤
務
時
間
は
週
５
日
、
１

日
６
時
間
勤
務
で
あ
る
。

他 

現
在
の
物
価
高
騰
を
府
中

市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
に
つ
い
て

議
員　
令
和
８
年
度
に
更

新
予
定
の
市
立
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
に
支
給

し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
つ
い
て
、
国
は
、
児

童
・
生
徒
数
の
15
％
以
内

の
予
備
機
を
補
助
対
象
と

し
て
い
る
が
、
本
市
の
予

備
機
の
数
と
更
新
に
係
る

費
用
を
聞
き
た
い
。

教
育
部
長　
予
備
機
は
、

７
年
５
月
１
日
時
点
で
児

童
・
生
徒
数
の
12
・
８
％

で
あ
る
２
３
９
２
台
の
契

約
手
続
き
を
完
了
し
た
。

ま
た
、
更
新
に
係
る
市
の

負
担
額
は
、
約
11
億
６
２

０
０
万
円
で
あ
る
。

議
員　
日
本
よ
り
先
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
た
国
々
で

は
、
紙
教
材
へ
の
回
帰
な

ど
、
ア
ナ
ロ
グ
に
戻
る
動

き
が
あ
る
が
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
関
し
て
保
護
者

か
ら
の
意
見
等
は
あ
る
か
。

教
育
部
長　
家
庭
学
習
の

充
実
に
関
す
る
肯
定
的
な

意
見
の
ほ
か
、
利
用
ル
ー

ル
等
に
つ
い
て
の
質
問
を

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
。

他 

部
活
動
の
こ
れ
か
ら
と
地

域
の
関
わ
り
に
つ
い
て

議
員　
市
は
大
規
模
マ
ン

シ
ョ
ン
開
発
時
に
、
待
機

児
童
数
増
加
の
抑
制
の
た

め
、
開
発
事
業
者
へ
保
育

施
設
整
備
を
要
請
し
て
き

た
。
待
機
児
童
数
は
平
成

29
年
度
以
降
減
少
し
、
令

和
７
年
度
に
は
１
歳
児
を

除
き
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
状
況
の
変
化
を

踏
ま
え
る
と
、
ま
ず
は
市

が
責
任
を
負
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長　
ま
ず
、

既
存
の
保
育
施
設
で
対
応

が
で
き
る
か
を
検
討
し
て

い
る
が
、
限
度
を
超
え
た

場
合
は
事
業
者
へ
規
模
に

応
じ
設
置
を
求
め
て
い
る
。

議
員　
市
開
発
事
業
に
関

す
る
指
導
要
綱
に
は
、
限

度
に
関
わ
ら
ず
設
置
義
務

が
生
じ
る
よ
う
な
記
載
が

あ
り
、
実
際
に
既
存
施
設

の
定
員
増
の
検
討
前
に
設

置
を
求
め
る
事
例
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
当
該
基
準
を
見

直
す
考
え
は
あ
る
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長　
将
来

的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

他 

コ
ロ
ナ
対
策
の
検
証
に
つ
い

て　
続
き

議
員　
新
総
合
体
育
館
と

そ
の
周
辺
エ
リ
ア
が
生
み

出
す
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
府

中
の
未
来
像
を
聞
き
た
い
。

市
長　
新
総
合
体
育
館
の

整
備
は
、
現
施
設
が
抱
え

る
課
題
の
解
決
も
含
め
、

極
め
て
重
要
な
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

文
化
施
設
が
集
積
す
る
周

辺
エ
リ
ア
と
の
調
和
を
図

り
つ
つ
、
ス
ポ
ー
ツ
を

「
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え

る
」全
て
の
人
々
が
交
流

で
き
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
で
き
る
よ
う
な
施
設

を
整
備
し
て
い
く
。

議
員　
新
総
合
体
育
館
の

多
機
能
化
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　
市

民
を
は
じ
め
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
も
含
め
た
幅
広
い
利
用

や
多
様
な
競
技
種
目
に
対

応
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
化

活
動
等
で
も
利
用
で
き
る

環
境
を
整
備
し
た
い
。

他 

デ
ザ
イ
ン
の
力
と
共
創
で
 

市
政
課
題
の
解
決
と
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を

議
員　
市
施
設
に
つ
い
て

は
、
再
編
を
中
心
と
し
た

保
有
量
の
抑
制
が
方
向
性

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、

主
な
内
容
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

財
産
担
当
参
事　
部
屋
の

多
目
的
化
等
に
よ
る
既
存

面
積
以
内
の
改
築
、
類
似

施
設
な
ど
の
複
合
化
に
よ

る
機
能
集
約
、
民
間
施
設

等
に
よ
る
代
替
の
検
討
に

よ
り
総
量
の
抑
制
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

議
員　
市
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、
設
置
目
的
を
考
え

る
と
縮
小
よ
り
も
拡
充
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
市
の
考
え
は
。

財
産
担
当
参
事　
将
来
的

な
需
要
を
踏
ま
え
、
適
正

な
管
理
戸
数
を
検
討
し
て

い
る
。
近
年
、
単
身
者
向

け
住
戸
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
お
り
、
建
替
え
の

際
は
、
部
屋
の
構
成
を
見

直
す
こ
と
で
床
面
積
の
最

適
化
と
住
宅
不
足
の
緩
和

を
図
っ
て
い
く
。

他 

だ
れ
も
が
安
心
し
て
安
全

に
利
用
・
活
用
の
で
き
る
公

園
・
広
場
を
目
指
し
て

議
員　
市
立
小
・
中
学
校

の
授
業
等
で
必
要
な
消
耗

品
購
入
時
自
己
負
担
額
の
、

平
成
25
年
度
と
最
新
年
度

の
金
額
を
聞
き
た
い
。

教
育
部
長　
児
童
・
生
徒

一
人
当
た
り
の
負
担
額
に

つ
い
て
、
平
成
25
年
度
は
、

市
立
小
・
中
学
校
で
そ
れ

ぞ
れ
約
８
０
０
円
と
約
４

３
０
０
円
、
最
新
の
令
和

５
年
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約

８
６
０
０
円
と
約
１
万
１

８
０
０
円
で
あ
る
。

議
員　
生
活
保
護
の
教
育

扶
助
と
し
て
認
め
ら
れ
な

い
教
材
の
自
己
負
担
額
は

過
去
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
の

声
は
把
握
し
て
い
る
か
。

福
祉
保
健
部
長　
教
育
扶

助
の
対
象
外
と
し
て
は
、

電
気
工
作
キ
ッ
ト
や
絵
の

具
等
が
あ
り
、
物
価
高
騰

に
よ
り
価
格
は
上
昇
し
て

い
る
。
ま
た
、
世
帯
か
ら

は
、
自
己
負
担
が
増
え
、

家
計
へ
の
負
担
が
大
き
い

な
ど
の
声
が
あ
る
。

他 

落
ち
葉
や
生
ご
み
を
循
環

さ
せ
資
源
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て

坂本けんいち
（公明府中）

野口なかお
（れいわ）

山本　真実
（自由クラブ）

杉村　康之
（自由クラブ）

西村　陸
（公明府中）

竹内　祐子
（日本共産党）

西のなおみ
（無所属）

不
用
と
な
っ
た
土
を
再

利
用
す
る
事
業
者
と
の

委
託
契
約
は
可
能
か

市
民
ニ
ー
ズ
や
費
用
対

効
果
を
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る

け
や
き
並
木
巡
回
時
の

注
意
・
指
導
に
よ
る

成

果

は

喫
煙
等
の
迷
惑
行
為
は

確
実
に
減
少
し
て
い
る

と
捉
え
て
い
る

児
童
・
生
徒
へ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
支
給

保
護
者
か
ら
の
意
見
は

肯
定
的
な
意
見
の
ほ
か

利
用
ル
ー
ル
等
に
関
す

る
質
問
を
い
た
だ
く

市
開
発
事
業
に
関
す
る

指
導
要
綱
を
見
直
す

考
え
は
あ
る
か

将
来
的
に
見
直
す

必
要
が
あ
る

新
総
合
体
育
館
が
生
み

出
す
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン

府
中
の
未
来
像
は

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が

醸

成

さ

れ

る

市
営
住
宅
の
拡
充
に

つ
い
て
市
の
考
え
は

部
屋
の
構
成
を
見
直
す

こ
と
で
住
宅
不
足
の

緩
和
等
を
図
っ
て
い
く

教
材
費
の
自
己
負
担
額

に
つ
い
て
生
活
保
護

世

帯

の

声

は

自
己
負
担
が
増
え
家
計

へ
の
負
担
が
大
き
い

な
ど
の
声
が
あ
る

　▲市営住宅の拡充を求める

　
　▼家庭学習にも活用されています


